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1.  平成23年2月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（注）平成23年2月期第2四半期より、四半期連結財務諸表を作成していないため、平成22年3月期第2四半期の数値は記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 14,696 ― 85 ― 114 ― 259 ―
22年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 12,187.95 ―
22年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 25,512 3,542 13.9 166,642.06
22年3月期 17,697 3,321 18.8 156,244.28

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  3,542百万円 22年3月期  3,321百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
22年3月期期末配当金には創業50周年記念配当500円が含まれております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 1,000.00 ― 1,500.00 2,500.00
23年2月期 ― 1,000.00
23年2月期 

（予想）
― 1,000.00 2,000.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
平成23年2月期は、事業年度の末日（決算期）を3月31日から2月末日へ変更したことに伴う移行期間であるため、11カ月の変則決算となります。このため、
対前期増減率については記載しておりません。 
（詳細は、【添付資料】P.2「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,139 ― 607 ― 701 ― 394 ― 18,533.32



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 21,259株 22年3月期  21,259株
② 期末自己株式数 23年2月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 21,259株 22年3月期2Q 21,259株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法における四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表のレ
ビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社は、平成22年9月1日付で唯一の連結子会社である株式会社メディコ・二十一を吸収合併したため、当第2四半期会計期間末に連結子会社は存在し
ません。このため、当第2四半期会計期間より、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的と判断する一定の情報に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料）P.2「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間(平成22年４月１日～平成22年９月30日)におけるわが国経済は、景気後退に底打ちの兆し

はみえるものの、本格回復には至らず、先行きはなお不透明な状況であります。ドラッグストア業界におきまして

も、雇用の減少・所得の低下が続くなか、個人消費も低調に推移しており、厳しい事業環境が続いております。 

 このような状況のもとで当社は、「中四国トップドラッグストアに成長する安定的な企業体質への変革」を経営

方針とし、引き続き店舗オペレーションの効率化に取り組むと共に、お客様満足度の向上を図るプロジェクトを設

置する等、中四国で最高の品質とサービスを提供するドラッグストアの創出を目指した取組みを継続して参りまし

た。 

 また、経営資源の有効活用による更なる効率化を推し進めるため、平成22年９月１日付で連結子会社である株式

会社メディコ・二十一を吸収合併し、併せて組織体制の見直しを行いました。 

 当第２四半期累計期間における出退店につきましては、香川県で１店舗を移転し新たに開店いたしました。ま

た、愛媛県で２店舗を閉店いたしました。これにより、当第２四半期累計期間末の店舗数は196店舗となりまし

た。 

 以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高は14,696,169千円、営業利益は85,474千円、経常利益は

114,975千円、四半期純利益は259,103千円となりました。 

 なお、当社は当第２四半期会計期間より、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較数

値は記載しておりません。   

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債、純資産に関する分析 

 当第２四半期会計期間末の総資産は、25,512,825千円（前事業年度末比7,815,255千円増加）となりました。こ

れは主として子会社の合併にともない、商品が3,982,993千円、建物（純額）が1,183,901千円、投資その他の資産

が748,018千円増加したことによるものです。 

 負債につきましては、21,970,181千円（前事業年度末比7,594,208千円増加）となりました。これは主として支

払手形及び買掛金が4,710,705千円、長期借入金が1,623,563千円増加したことによるものです。 

 純資産につきましては3,542,643千円（前事業年度末比221,046千円の増加）となりました。これは主として利益

剰余金が227,215千円増加したことによるものです。  

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下資金という。）は、前事業年度末に比べ258,783千

円減少して994,318千円となりました。  

（営業活動によるキャッシュフロー） 

 営業活動の結果、獲得した資金は411,831千円となりました。これは主として、仕入債務の増加809,529千円に対

し、たな卸資産の増加が405,845千円となったことによるものです。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は170,168千円となりました。これは主として、差入保証金の差入による支出

109,760千円、有形固定資産の取得による支出81,267千円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は534,037千円となりました。これは主として、長期借入れよる収入1,700,000千

円、短期借入れによる収入1,250,000千円に対し、短期借入金の返済による支出2,033,926千円、長期借入金の返  

済による支出1,370,562千円となったことによるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年11月９日付で「業績予想の訂正に関するお知らせ」及び「平成23年２月期第２四半期累計期間業績予想

の修正に関するお知らせ」を発表しておりますのでご参照ください。 

 なお、当社は、平成22年９月１日付で唯一の連結子会社である株式会社メディコ・二十一を吸収合併しておりま

す。これにともない、当第２四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。また、事業年度の末

日（決算期）を３月31日から２月末日に変更したことに伴い、移行期間である当事業年度は11カ月の変則決算とな

っております。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（１）重要な子会社の異動の概要  

 平成22年９月１日付で唯一の連結子会社である株式会社メディコ・二十一を吸収合併したため、当第２四半期

累計期間末に連結子会社は存在しません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

棚卸資産の評価方法 

 四半期会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前事業年度末に係る実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用しております。

 これにより、第２四半期累計期間の営業利益は、4,337千円、経常利益は4,530千円減少、税金等調整前四半期

純利益は54,043千円減少しております。 

②企業結合に関する会計基準の適用 

 第２四半期会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び

「企業結合会計基準及び事業分離会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26

日）を適用しております。  

  

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 1,174,318

売掛金 520,307

商品 8,515,675

その他 1,342,615

流動資産合計 11,552,916

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 3,745,890

土地 4,913,794

その他（純額） 978,457

有形固定資産合計 9,638,142

無形固定資産 136,037

投資その他の資産 4,185,729

固定資産合計 13,959,908

資産合計 25,512,825

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 8,576,837

短期借入金 941,053

1年内返済予定の長期借入金 2,602,571

未払法人税等 75,808

賞与引当金 225,179

その他 788,266

流動負債合計 13,209,716

固定負債  

長期借入金 7,240,170

退職給付引当金 204,150

役員退職慰労引当金 11,963

資産除去債務 231,406

その他 1,072,773

固定負債合計 8,760,464

負債合計 21,970,181

純資産の部  

株主資本  

資本金 573,141

資本剰余金 1,294,616

利益剰余金 1,691,915

株主資本合計 3,559,674

評価・換算差額等  

その他有価証券評価差額金 △17,031

評価・換算差額等合計 △17,031

純資産合計 3,542,643

負債純資産合計 25,512,825



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 14,696,169

売上原価 10,856,940

売上総利益 3,839,229

販売費及び一般管理費 3,753,754

営業利益 85,474

営業外収益  

受取利息 13,568

受取賃貸料 100,151

受取手数料 75,669

その他 19,886

営業外収益合計 209,275

営業外費用  

支払利息 108,297

賃貸費用 67,291

その他 4,184

営業外費用合計 179,774

経常利益 114,975

特別利益  

抱合せ株式消滅差益 244,874

特別利益合計 244,874

特別損失  

固定資産除却損 7,929

減損損失 5,563

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 49,512

その他 464

特別損失合計 63,469

税引前四半期純利益 296,381

法人税、住民税及び事業税 59,762

法人税等調整額 △22,484

法人税等合計 37,277

四半期純利益 259,103



（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 8,344,711

売上原価 6,173,050

売上総利益 2,171,660

販売費及び一般管理費 2,170,382

営業利益 1,278

営業外収益  

受取利息 7,146

受取賃貸料 54,672

受取手数料 42,972

その他 11,685

営業外収益合計 116,478

営業外費用  

支払利息 55,712

賃貸費用 36,020

その他 1,582

営業外費用合計 93,314

経常利益 24,441

特別利益  

抱合せ株式消滅差益 244,874

特別利益合計 244,874

特別損失  

固定資産除却損 6,743

その他 228

特別損失合計 6,972

税引前四半期純利益 262,344

法人税、住民税及び事業税 53,184

法人税等調整額 △36,411

法人税等合計 16,772

四半期純利益 245,571



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 296,381

減価償却費 164,401

賞与引当金の増減額（△は減少） 52,504

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,454

固定資産受贈益 △605

投資有価証券評価損益（△は益） 269

受取利息及び受取配当金 △15,249

支払利息 108,297

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △244,874

有形固定資産除却損 7,929

減損損失 5,563

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 49,512

売上債権の増減額（△は増加） 11,213

未収入金の増減額（△は増加） △76,848

たな卸資産の増減額（△は増加） △405,845

預け金の増減額（△は増加） 2,711

仕入債務の増減額（△は減少） 809,529

その他 △9,262

小計 745,173

利息及び配当金の受取額 2,043

利息の支払額 △108,032

法人税等の支払額 △227,352

営業活動によるキャッシュ・フロー 411,831

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △40,000

定期預金の払戻による収入 60,000

有形固定資産の取得による支出 △81,267

投資有価証券の取得による支出 △24,302

貸付金の回収による収入 53,134

差入保証金の差入による支出 △109,760

差入保証金の回収による収入 12,354

その他 △40,325

投資活動によるキャッシュ・フロー △170,168



（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,250,000

短期借入金の返済による支出 △2,033,926

長期借入れによる収入 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,370,562

社債の償還による支出 △25,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △22,660

配当金の支払額 △31,888

財務活動によるキャッシュ・フロー △534,037

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △292,374

現金及び現金同等物の期首残高 503,465

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 783,227

現金及び現金同等物の四半期末残高 994,318



該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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